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	応用
	抗原情報
	背景
	リングフィンガータンパク質125（RNF125）ホモサピエンスこの遺伝子は、N末端にリングフィンガードメイン、C末端に3つの亜鉛結合モチーフと1つのユビキチン相互作用モチーフを含む新規E3ユビキチンリガーゼをコードしています。ミリストイル化の結果、このタンパク質は膜に結合し、主に細胞内膜系に局在します。コードされているタンパク質は、T細胞受容体シグナル伝達経路の正の調節因子として機能する可能性があります。[RefSeq提供、2012年3月],機能：T細胞活性化の正の調節因子として機能するE3ユビキチンタンパク質リガーゼ。E3リガーゼタンパク質は、標的タンパク質のユビキチン化とそれに続くプロテアソーム分解を媒介します。,経路：タンパク質修飾;タンパク質ユビキチン化。,類似性：RING型ジンクフィンガーを1つ含む。,組織特異性：骨髄、脾臓、胸腺などのリンパ組織で主に発現する。他の組織でも弱く発現する。CD4+およびCD8+ T細胞で主に発現することから、T細胞に優先的に局在することが示唆される。,
	研究分野
	RIG-I様受容体;
	画像データ
	

	RNF125抗体を用いたK562細胞およびHT-29細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

